
第586号（昭和36年5月 10日第三種郵便物許可毎月 1 日発行） 刀マ
に MUNAKATA 像 平成21 年 12月 1 日火曜日

開
本
長
大
会
闊
幕

内
閣
総
理
大
臣
賞
に

和
田

太
義

（
宇
部
市
）

西
日
本
最
大
の
菊
花
の
祭
典
、
西
日
本
菊
花
大
会
【
主
催

1
1

宗

大
社
菊
花
会
（
千
々
和
正
信
会
長
）
・
宗
像
観
光
協
会
（
吉
武
邦

会
長
）
、
後
援
1
1

福
岡
県
他
】
が
、
先
月
二
十
二
日
盛
大
裡
に
終

了
し
た
。

こ
の
菊
の
祭
典
は
昭
和
の
大
造
営
を
奉
祝
し
、
昭
和
四
十
六

年
に
第
一
回
大
会
が
開
催
さ

れ
、
今
年
で
三
十
九
回
目
と

な
る
。
境
内
に
は
九
州
各
県
、

山
口
の
菊
愛
好
家
約
二
百
人

か
ら
、
丹
精
込
め
て
育
て
ら

れ
た
菊
約
三
千
鉢
が
出
品
さ

れ
質
・
量
と
も
に
西
日
本
最

大
級
で
あ
る
。

開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
宗

像
市
商
工
会
青
年
部
、
宗
像

大
社
菊
花
会
、
（
社
）
宗
像
青

年
会
議
所
、
連
送
関
係
協
賛

会
社
の
御
奉
仕
を
い
た
だ
き

展
示
さ
れ
た
。

宗

「
長
い
天
皇
の
歴
史
に
思
い
を
致
し
、
国
民

の
上
を
思
い
」
▼
天
皇
陛
下
御
即
位
二
十
年

の
奉
祝
式
典
が
、
十
一
月
十
二
日
国
民
の
慶

祝
の
う
ち
に
国
を
あ
げ
て
盛
大
に
執
り
行

わ
れ
た
。
そ
の
際
の
記
者
会
見
に
て
陛
下

は
始
め
に
冒
頭
の
御
言
葉
を
述
べ
ら
れ
た

▼
我
国
は
建
国
以
来
、
悠
久
の
昔
よ
り
皇
室

を
中
心
に
天
神
地
祇
の
祭
祀
と
共
に
二
千

有
余
年
の
歴
史
を
継
承
し
て
き
た
。
こ
れ
は

平
成
の
御
代
に
な
り
と
も
、
何
等
変
わ
る
事

無
く
、
今
上
陛
下
に
お
か
れ
ま
し
て
も
日
本

民
族
の
司
祭
者
の
長
と
し
て
国
家
・
国
民
の

安
敬
を
御
祈
念
遊
ば
さ
れ
て
い
る
▼
古
来

よ
り
天
皇
は
国
民
を
大
御
宝
（
お
お
み
た

か
ら
）
と
呼
び
、
愛
の
手
を
差
し
伸
べ
ら
れ
、

国
民
は
そ
の
天
皇
の
心
を
大
御
心
（
お
お
み

こ
こ
ろ
）
と
呼
び
、
愛
の
手
に
抱
か
れ
て
生

き
て
き
た
。
そ
の
君
民
相
互
関
係
が
日
本

の
「
形
」
で
あ
り
、
そ
れ
を
「
国
体
」
と
呼
ん
だ

▼
奉
祝
曲
を
奉
奏
し
た
歌
手
の

E
X
I
L
Eは

涙
を
浮
か
べ
歌
い
、
奉
祝
茶
会
に
招
か
れ
た

ビ
ー
ト
た
け
し
氏
は
「
あ
の
方
自
身
が
歴
史

そ
の
も
の
と
い
う
感
じ
で
、
自
然
に
背
筋
が

ピ
ン
と
し
て
、
声
が
出
な
か
っ
た
」
と
語
っ

て
い
た
。
大
御
心
は
今
も
国
民
に
灌
が
れ
、

国
体
は
生
き
続
け
て
い
る
。
天
皇
の
歴
史

と
は
日
本
の
歴
史
で
あ
り
、
陛
下
御
自
身
が

神
代
か
ら
現
代
を
共
有
す
る
柱
と
し
て
表

し
て
お
ら
れ
る
▼
先
日
、
オ
バ
マ
大
統
領
が

来
日
し
、
陛
下
に
お
会
い
し
た
際
に
、
深
々

と
お
辞
儀
を
し
た
事
を
米
国
の
一
部
の
マ

ス
コ
ミ
が
批
判
を
し
た
が
、
昭
和
天
皇
に
拝

謁
し
た
フ
ォ
ー
ド
大
統
領
は
緊
張
で
足
が

震
え
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
万
世
一
系
と

は
そ
の
様
な
存
在
な
の
で
あ
る
。
（
床
）
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十
月
二
十
九
日
、
福
岡
県
農
業
：
と
と
な
り
、
上
位
三
位
に
内
閣
総
ー
会
に
よ
る
「
い
っ
ぷ
く
茶
屋
」
、
当

試
験
場
園
芸
研
究
所
花
き
部
小
i
理
大
臣
賞
、
農
林
水
産
大
臣
賞
、
文
．
社
勅
使
館
を
茶
席
と
し
た
「
茶
房
」

代
文
明
部
長
を
審
査
長
と
し
て
審
一
部
科
学
大
臣
賞
が
授
与
さ
れ
た
。
．
を
実
施
、
さ
ら
に
観
光
ボ
ラ
ン
テ

査
が
行
わ
れ
、
大
輪
・
盆
栽
．
懸
一
十
一
月
十
四
日
に
は
高
向
宮
i
イ
ア
の
皆
様
に
よ
る
境
内
案
内
も

崖
•
特
作
の
四
部
門
各
々
非
常
に
二
司
、
吉
武
観
光
協
会
会
長
、
千
々
和
一
好
評
な
様
子
で
あ
っ
た
。

厳
し
い
出
品
碁
準
、
審
査
碁
準
に
i
宗
像
大
社
菊
花
会
会
長
、
小
代
文
]
期
間
前
半
は
夏
日
を
思
わ
せ
る

よ
り
厳
正
に
審
査
さ
れ
た
。
i
明
審
査
長
、
来
賓
と
し
て
今
期
よ
i
暖
か
さ
、
一
方
後
半
は
例
年
以
上

本
年
は
例
年
に
な
い
梅
雨
の
長
一
り
福
岡
四
区
よ
り
選
出
さ
れ
た
民
一
の
冷
え
込
み
と
な
る
な
ど
寒
暖
差

さ
と
夏
の
日
照
不
足
な
ど
菊
作
り
i
主
党
衆
議
院
議
員
古
賀
敬
章
氏
も
一
の
激
し
い
中
で
の
開
催
と
な
っ
た

に
は
多
少
気
象
条
件
が
悪
か
っ
た
出
席
さ
れ
、
愛
好
家
約
百
名
が
出
が
、
週
末
を
中
心
に
境
内
は
観
菊
ー
こ
協
力
頂
き
ま
し
た
多
く
皆
様
へ

が
、
幸
い
台
風
の
被
害
を
受
け
る
席
し
、
当
社
清
明
殿
で
表
彰
式
が
者
で
大
変
な
賑
わ
い
を
み
せ
た
。
誌
面
を
借
り
心
よ
り
御
礼
を
申
し

こ
と
な
く
、
十
一
月
一
日
に
は
多
行
わ
れ
、
菊
の
講
評
や
菊
作
り
の
さ
ら
に
十
五
日
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
上
げ
ま
す
。

く
の
菊
花
が
満
開
に
咲
き
誇
る
こ
労
い
が
な
さ
れ
た
。
た
七
五
三
詣
で
は
、
儀
式
殿
前
に
]
次
年
度
は
い
よ
い
よ
四
十
回
と

期
間
中
境
内
で
一
展
示
さ
れ
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
菊
人
一
節
目
の
大
会
と
な
る
。
今
回
出
品
い

は
例
年
行
っ
て
い
：
形
の
前
で
記
念
写
真
を
撮
ろ
う
と
：
た
だ
い
た
参
加
者
一
同
す
で
に
来

る
、
菊
み
く
じ
、
菊
]
家
族
連
れ
の
行
列
が
で
き
た
0

j
年
の
大
会
へ
向
け
て
始
動
し
て
お

苗
売
場
、
観
光
協
一
こ
の
大
会
に
あ
た
り
、
ハ
ウ
ス
り
、
例
年
に
も
増
し
て
盛
大
に
開
催

＂
廿
5
躙
の
設
営
、
組
立
、
菊
花
の
し
た
い
と
意
気
込
ん
で
お
り
ま
す

―
―
運
搬
等
の
奉
仕
活
動
に
の
で
是
非
お
参
り
下
さ
い
。

良
な
嗅 -内閣総理大臣賞 和田太義

農林水産大臣賞 時田義光
文部科学大臣賞 長谷川良治
総務大臣賞 重光由紀子
法務大臣賞 石橋善治
外務大臣賞 野村義光
財務大臣賞 三口澄夫
厚生労働大臣賞 籾井弘己
経済産業大臣賞 宮地隆治
国土交通大臣賞 森 弘喜
環境大臣賞 鳥巣敬次
防衛大臣賞 田中佳詮
内閣官房長官賞 友田信之
衆議院議員古賀敬章賞安武善隆
宗像大社宮司賞 社家間サッキ

林田憲治
中川泰祐
田畑実志
宮地隆治

九州農政局長賞 船越順一
福岡県知事賞 佃 俊美

冨金原初野
保田直宏
東伊佐義

佐賀県知事賞 野中昭夫
長崎県知事賞 一世勝幸
熊本県賞 城本勝行
大分県知事賞 豊原勇
※以下、受宜者につきましては、
紙面の都合上割愛させていただきます。
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立
畜
枷
隻
：
秋
李
大
祭
裔
行

第
三
十
四
回
清
香
吟
社
宝
山
会

秋
季
奉
納
吟
詠
大
会

第
三
十
六
回

十
一
月
一
日
筑
前
大
島
鎮
座
の
·
え
ら
れ
て
い
た
。
午
後
四
時
か
ら

中
津
宮
に
お
い
て
、
宗
像
大
社
沖
：
は
宮
司
奉
仕
の
も
と
沖
津
宮
遥
拝

津
宮
・
中
津
宮
の
秋
季
大
祭
が
斎
．
所
、
同
五
時
よ
り
中
津
宮
に
お
い

行
さ
れ
た
。
こ
の
大
祭
は
旧
暦
の
]
て
そ
れ
ぞ
れ
宵
宮
祭
が
斎
行
さ
れ

九
月
十
五
日
に
斎
行
さ
れ
、
漁
村
一
翌
日
の
大
祭
の
無
事
斎
行
を
祈
念

で
あ
る
大
島
は
漁
止
め
と
な
り
島
し
た
。

全
体
を
挙
げ
て
の
大
祭
と
な
る
。
i
大
祭
当
日
、
早
朝
よ
り
降
雨
が

本
年
は
辺
津
宮
の
月
次
祭
と
重
な
i
み
ら
れ
た
が
、
沖
津
宮
秋
季
大
祭
、

り
、
若
干
の
諸
祭
典
の
時
間
が
変
．
宮
崎
地
区
の
厳
島
神
社
祭
・
島
最

更
さ
れ
た
。
二
尚
峰
の
御
撤
山
に
鎮
座
す
る
御
撤

大
祭
前
日
、
高
向
宮
司
以
下
神
：
神
社
祭
と
予
定
の
通
り
執
り
行
わ

職
三
名
、
巫
女
二
名
が
渡
島
、
中
津
i
れ
た
。
生
憎
の
雨
天
で
は
あ
っ
た

宮
境
内
は
沖
中
両
宮
奉
賛
会
、
同
が
、
島
内
外
か
ら
多
く
の
参
列
者

翼
賛
会
の
こ
奉
仕
に
て
装
飾
、
本
：
を
迎
え
、
午
前
十
一
時
か
ら
は
中

殿
西
側
に
は
秋
季
奉
納
演
芸
大
会
]
津
宮
秋
季
大
祭
が
高
向
宮
司
斎

し
お
か
わ
ふ
み
ゆ
き

の
舞
台
等
、
大
祭
準
備
が
全
て
整
．
主
、
氏
子
奉
幣
使
塩
川
文
幸
氏

〖
の
奉
仕
の
も
と
祭
典
斎
行
、
巫
女
i

」
に
よ
る
浦
安
舞
も
奉
奏
さ
れ
大
祭
~

i
は
厳
か
に
滞
り
無
く
修
め
ら
れ
~

・
た
。
~
十
一
月
三
日
恒
例
の
清
香
吟
社
一
永
年
斯
道
の
興
隆
に
寄
与

―
祭
典
後
、
降
雨
も
激
し
く
残
念
図
玉
山
会
に
よ
る
吟
詠
大
会
が
、
約
六
さ
れ
た
新
宅
苓
山
氏
、
馬

：
な
が
ら
奉
納
演
芸
大
会
は
舞
台
を
了
十
名
の
会
員
が
集
い
開
催
さ
れ
た

0

!
場
榮
月
氏
、
永
江
福
江
氏

島
の
総
合
セ
ン
タ
ー
に
移
し
て
の
，
明
治
祭
斎
行
後
の
御
本
殿
で
正
の
三
氏
に
高
向
宮
司
よ
り

i
開
催
と
な
っ
た
が
、
舞
踊
•
お
謡
・
コ
岱
参
拝
、
宮
崎
透
山
氏
（
熊
本
）
に
よ
i
表
彰
状
と
記
念
の
三
ッ
組
盃
が
贈
ら
れ
た
。

｛
カ
ラ
オ
ケ
と
変
わ
ら
ぬ
賑
わ
い
を
下
色
格
調
高
い
吟
が
、
続
い
て
会
員
一
i
式
典
後
、
会
員
に
よ
る
吟
が
次
々
と
披
露

み
せ
、
夕
刻
に
は
全
て
の
演
目
も
芦
回
に
よ
る
合
吟
が
奉
納
さ
れ
迫
力
．
さ
れ
、
日
頃
鍛
錬
さ
れ
た
自
慢
の
喉
が
披
露

．
終
了
し
平
成
二
十
一
年
度
の
秋
季
：
あ
る
吟
が
境
内
に
響
き
渡
っ
た
。
．
さ
れ
る
と
会
員
一
同
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い

大
祭
は
幕
を
閉
じ
た
。
~
続
い
て
会
場
を
清
明
殿
に
移
し
、
た
。

手 え展日石
で十るは間 恒
会二当春に馨例
鷹仇店麿虐雙岱
喜孟贋］り頁季

「2``！！叫めにど木葉ふを菓入盆靡員 雙内］宗
中たもが盆・さは松゜栽ー担 7 で一像

：閏門鷹息塁［よ虐羹喜巌謁 空闊豆奇
当とてさ小檎ぃとのな地：職 干さ十奉
盆な秀れ品な山し松黒区と管 六れ六納
栽つ作、盆ど柿て柏松よ出理 回tミ日盆
会t~を昨栽の．秋盆やり品員 を盆の栽
々 集年な雑紅に栽五搬のの 迎栽五会

................ 

に光 納盆くの二 な晴そ栽展い外の最
心を期盆栽表親篇こーしのは示国で高も
地受間栽発現睦大の時さ盆注さ もいレ
よけ中会展出を社盆をに栽目れ風認盆べは長
篇ぎ見＄竺；間／腐悶塁悶存；乱［悶塁虐日‘の
寂と憎成助盆日神はしすに 松ーので格本作
竺呈篇と与喜本徳宗で、畠門止盆に高海調で品
時りと今る並のの像tら拝ず
倉璃な且ミ及悶霜幅 者展
ぇ々る至と盆とに津 はホ
たしも、るを栽格努両 ば；
。＜濡°目技調ぬ市
り丸 磨鷹高併の 崖彦

9 t 悶円:: i [ : 
参も 大証追員好 、栽
拝日 社み憾相家 優の
者の 奉、な互が 雅素
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第
二
十
二
回

宝
像
大
社
刃
飼
展
闊
絡
少
林
寺
拳
法
奉
納
｀
演
武
大
会

をき激刃用或 さ鐸；な刀れ相中な月の戸 会に慢に大宝日ニ

竺哀と斎讐且盆共且；畠旦嘉楓虐‘乞腐盆悶拿名で靡儡斐息忍安菜
てほ‘不持自は をかい美な加一ゃのにつ、剣周奉開二社哀
ぃど恐思つ分本 な持、tっ濃るえが、福はた見な辺納催＋
る驚ろ議がの来 とっ華各と山、打人岡、。こ‘どのささ＝刀の
。きしな‘身相 の小や地こ城古っ間藩当 た五J]れれ日贋恒

よ腐； : ：畠； 閾言靡皇天乱届塁慮奇 嘉〖塁舟乞皿ふ胃
が寂どは る攻 具てつ ヶ和に人で田に あ振好剣 7 当十事
人と想戦雰と撃 がぶ個麿国傭製奉あ家残 るが家と年大ーで
々美像闘姿しー、す 陳い性．の前作納つ奉る 展ーこ、とも、社月あ
の麗での、つる 列、的短流、の刀た納江 覧堂自も当神ーる
ｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷ--ｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷ--ｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷ 

礼たたさもがま あ喫なをそ部しぶ刃賞たて者めい本 あ心
申皆りれ多足れ本つしがかの位んさ文を上こ関何てる展来ろを
し様こ‘た数元ず年たてらみもなだに帽がす白、心 恐愛覧館う魅
上に協。のの雨は゜い、締のどり、観子しす自し心るJ]会者゜了
げ心ヵ開方悪が天 る展めのを刀て、め分 恐家をの し
まよを催がい続気 ょ示た美確剣刀祖ての芯力‘る、毎顔 て
すり賜に来中いに うをりし認ゃ剣形、興 ら足興年ぶ や
゜御つあ館でた恵 で満しさしf存の、刀味］ぬを味楽れ ま

たぇ醍銘姿に ま連をし lょ な

り、腐閂虐’：門含よ倉悶百り 篇
刀造をを肌ぷC がて初はしで 以
剣、楽つ、鑑い観心じて、 で

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
；氏法 にで後臣 さ供法大
：一連甑行も広先我れま奉社十
．塁合武わ各め生がたで納本一
炒会大れ所らが国゜約演殿月
ビ代会てでれ大の 凹武横八
ょ表はい教た陸少 ＋大で日
り代宗召室もで林 名会恒平
開行像 がの伝寺 がが例前
催 II 市 開で授摩 参大の十
さ＝少 か宗を詮 加人少時
れ薔林 れ像受、 しか林よ
、康寺 盛地け宗 開ら寺り
拳信拳 ん区戦道 催子拳当

......................................................................................................................................................................................................... 

参と いるエが いかと相熟技組つ もにしわ者に福 始自士
加し少状影ン終正たらす手で量演たその拳くれの分教演めの集
のて林況響ザ了午゜盛るをぁは武ののが法力福演か大武ら鎮合
腕定寺ででの、迄 ん姿組るまでは中あの淵教武れ拳はれ魂神

昴茫喜悶霊喜塁茎 品醤魯腐宝竺：篇；嘉畠奇届守閾悶な盆農
塁尻嘉篇『塁t嘉 声護］とだた学古 tぶ5 皇闊玲翡贅 嘉i

］喜舟: 9'ょ：．贋 篇門ぅ力、未ーー。［ ;` [ ] ］員［息[ t : 
の今武つ少 ―マ — r る上 えぞ若が指三部 武法
中回道t~な ‘ : が るれ々伺導部、 が独
........................................................ 

心御奉け逝会
よ尽納る去の釦

ょg胃賞;岱 .... “~J-
悶戸羹塁［、神 ー す生贅か

汀！［｀｀田軍靱う魯す冥催と区生同指り年 を数の，～ くよこニデー＝＾一。福にこにが連導中に 期多指 9旦＝る． 9..;.伽 .u.~ •“＾ぷz．芸—
をものお御合さ心は 待く導心芦二こ甜品三ぞ妥羞土ぺ
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芹薔蒻”て—可；の名
錦？ s 芦~ ：出余兄

: i ] ; 9 ] : 9]ぐ
コー芦綿桂］ ；氣
塁門；；言塁； g需十帯詢［嘉］
りi l'! 璽了；口［羹］ [ ［の歴市は さ詠る陽代藤一
t：篇盆古羹且睾玄ば展力L i胃ぇ雰安｝豆孟臨芸羹悶覧塁品］嘉
橋員名施恒像宗像を~iぃ、家なむ・吟 が奉会す月二香
農芦は〗喜夏悶脊視旅］哀畠予畠吟け塁 冒悶＇よ畠塁日、手

----------------•--•-••••-•---------------------------------------------------------—ーー 察行 :——---------••------•---------------•-•---•-----•---------------------------------•----•-----•--------•----••----•--------··--------•----••--------. 

会こ方崖咲輪 で上 S J ；愛い事 員 よ井前 つ．のれよと

旦ぷ悶嬰畜喜繋魯嘉催第 ］苓哀厚儡＇よ色言胃［肖ts 冒う品腐
同多どどり．さ゜史さ五岩：がヽ。一るて吟氏時は と回成い
塁竺言嘉ぽ眉仁 孟摩占贋；ら境会碕吟：こがによ午 な初さに
をたれ地に洋菊 ねい回友；境内員にが岡奉ょり
［犀；呈目嬰よ 芯畠喜喜］〖；夏［ ［唇讐贔虐
摩閃喜忍儡孟虐 虐塁：篇 I ii喜互畠腐 E :靡
；吏は悶息［ ; ; ］鳥 9 ]悶畠塁羹；喜 ［塁
つ向る展たり、 大年で展： 花ををたし、 同拝
なけ、と示懸に大 会以開は； を誓無°会 に藤
........................................................................................................................................................... 
にが査真千 れし示べさし露 る種 0 北会 社名和と第程
苦たを剣々審なささル等所宴会゜目名海でこ寺が正し四で十
悩い行な科査 美れの全狭会場 ーよ道あのの同信て—t岩‘-
し見いま西に し、高て 場は 五り S り大菊行会参五手月

怠農甲、皇、閾塁 ；霊羞はt棗摩 g閾贋儡合塁月：閂悶需t
ら菊乙し氏 圧素花ぃ彫面ル 花さ島で菊視会山れ菊巻十
ものつではつ 倒晴がて大使の でれまを花察を時た連市ニ
、花け審、た さら展レき用披 ぁるで 日しは秋当全で日

面全西本なじ理大国開四
ロ国開ー め事社大催一

＇畠閏霞 喘唇嘉百〗塵
約約虐め 地神会審て日
五九がる 方職千査いの
+o 、大 の二々員る行

---------------ｷ---ｷｷ-ｷ---ｷｷｷ---------ｷ-------ｷｷ-ｷｷ---ｷｷ---ｷｷ-ｷ--

た日ど でよ卜国壇 大
莱のし大あっを各＾当会
年行み会るて考地は大ぢ
は程ち視゜開慮力‘ぇ社
丘をの察 催しらーでと
爺無く後 期切出な開話
県事のは 間り品り催さ

宜終嘉虞 [[ ` ＇甘悶塁せにえ何i!~; i讐怠｀：呈： ：日；、さ途し、中 これ運大大 す入一審
れに二尊 の言搬会会 がれ枚査
るつ泊寺 たるコはが 全が一を
。い三な め。ス全花 国な枚終

第
一
回
博
陽
吟
道
会

秋
季
奉
納
吟
詠
犬
会

第
四
十
五
回
全
日
本
菊
花
連
盟
全
国
大
会

岩
手
県
施
泰
大
会
視
察
被
告
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厄
年

厄
年
と
は
人
生
の
節
目
で
あ
る

と
と
も
に
、
一
生
の
う
ち
で
災
い
・

災
難
と
い
っ
た
『
厄
』
に
あ
う
お
そ
れ

が
多
い
た
め
、
忌
み
慎
ま
ね
ば
な
ら

な
い
と
い
う
年
で
す
。

特
に
男
性
の
四
十
二
歳
、
女
性
の

三
十
三
歳
は
『
大
厄
』
と
さ
れ
、
そ
の

前
後
の
年
も
『
前
厄
・
後
厄
』
と
い
っ

て
、
最
も
慎
み
忌
む
べ
き
年
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

我
々
日
本
人
の
永
年
の
生
活
習

慣
か
ら
発
生
し
た
、
我
が
国
独
自
の

慣
習
で
あ
り
ま
す
が
、
厄
年
を
迎
え

る
と
我
々
の
先
祖
は
神
社
に
足
を

運
び
、
お
祓
い
を
う
け
避
け
て
き
ま

し
た
。
医
学
的
に
み
て
も
、
男
性
の

四
十
代
は
生
活
習
慣
病
、
女
性
の
三

十
代
は
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
の
発
生

率
が
高
く
な
る
年
代
で
厄
年
と
も

符
合
し
ま
す
。
神
社
で
お
祓
い
を
う

け
、
こ
の
一
年
を
清
々
し
い
気
持
ち

で
お
過
こ
し
く
だ
さ
い
。

は
っ
ぼ
う
ふ
さ
が
り

八
方
塞

陰
陽
道
で
ど
の
方
向
に
向
か
っ
て

事
を
成
し
て
も
、
不
吉
の
結
果
を
生

ず
る
年
齢
と
さ
れ
、
転
居
、
結
婚
、
新

し
く
事
を
は
じ
め
る
方
は
要
注
意

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

あ
ん
け
ん
さ
つ

暗
剣
殺

「
九
星
術
」
で
そ
の
年
の
五
黄
土

星
と
相
対
す
る
方
位
で
、
最
も
慎
ま

ね
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
大
凶
の

年
廻
り
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

[ 平成 22 年厄年年齢表 ] 

> 靡 靡 > > > > > 靡 > > > > 円 靡 眉 靡 大

<正
45 44 26 10 4 

猛
, 

年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年

冒 月.... IJ 大 後 )¥ 目 )¥ 冒
月．．IJ 大 後 ) \ 冒 )¥ 胃 ) \ 胃 )¥ 

厄 厄 厄 畠 星 厄 厄 厄 忌 旦 盆 皇殺

^ ^ ^ 
殺 殺

^ ^ ^ 
殺 殺 殺

‘男̀— 
男 男 男 、男•一 男ヽ 厄
ヽ ‘--/' ヽ

満
39 40 41 42 45 48 54 57 59 60 61 63 66 72 75 81 84 90 

孟 孟 因 孟 孟 ] 孟 > > > > 眉 靡 > > > > ><19 13 5 4 
猛

55 54 
年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年

胃 )¥ 胃
月Il、j 裔 後 胃

月． I．J 大 後 )¥ 冒 月.... IJ 大 後 月`lI j 裔 後

ヽ
厄 厄 厄 厄 厄

ヽ
厄 厄 厄 厄 厄

殺 殺

^ 
、女̀---、' 

^ 女ヽ
殺

^ ^ ^ 
殺

^ ^ 女 ^ ^ 
‘女̀ -―、ク

^ 女女
. 

男ヽ 、男• 男ヽ 女 、女•一一 女 一 厄
‘” ら ‘`— ‘`— ‘`— 公塞 ヽ

満
3 , 12 17 18 19 21 23 24 25 27 30 31 32 33 35 36 37 

予
て
よ
り
、
多
く
の
参
拝
者
か

ら
宗
像
大
社
の
御
朱
印
帳
を
頒
布

い
た
だ
き
た
い
と
の
こ
要
望
に
お

応
え
し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
御
朱
印

帳
を
奉
製
致
し
ま
し
た
。

当
社
「
楢
の
葉
」
の
御
神
紋
に
社

名
を
入
れ
、
紺
と
白
二
色
を
こ
用

意
致
し
ま
し
た
。

祈
願
殿
授
与
所
に
て
お
受
け
い

た
だ
け
ま
す
。

こ
の
た
び
、
自
動
車
、
自
動
二
輪

車
に
貼
り
付
け
る
反
射
守
に
新
色

が
加
わ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
オ
レ
ン
ジ
一
色
で
し

た
が
、
視
認
性
の
向
上
、
夜
間
反
射

カ
の
増
に
な
る
素
材
を
使
用
し
、

多
角
的
に
遠
く
か
ら
反
射
す
る
お

守
り
と
し
て
紫
、
青
、
ピ
ン
ク
、
黄

色
、
緑
を
こ
用
意
致
し
ま
し
た
。

本
殿
ま
た
は
祈
願
殿
授
与
所
に

て
お
受
け
い
た
だ
け
ま
す
。

新
＼
い
授
与
品
の

こ
紹
介



第586号（昭和36年5月 10日第三種郵便物許可毎月 1 日発行） 刀マ
に MUNAKATA 像 平成21 年 12月 1 日火曜日

• 9...,  

| • •. • •..' 古式祭の御案内 I I了．．ご除夜祭・大祓神事の御案内 I 
800年の伝統をもつ、宗像地方の特殊神事「古式祭」

が左記日程で執り行われます。振るって御参列下さい。

日時 12月 13 日（日）
祭典午前6時～

祭場宗像大社本殿

御座午前6時30分～一番座

（一番座＝ 50名ずつ、五番座まで）
宗像大社清明殿

1 人＝ 1,000円

※御座券は当日午前6時～販売致します。

（例年午前5時30分位から多くの方が

並び始めます。）

会場

御座料

年の瀬を迎え、皆様には御多忙の御事と拝察申し上げま

す。今年一年を締め括る「大祓神事」「除夜祭」が近付いて

参りました。
この大祓神事は「年越の大祓」と称し、夏（7月 31 日）に行

われた「夏越の大祓」以後半年間の『罪』・『機れ』を祓い

清め、清々しい心身で新年を迎えていただくための神事でこ‘
ざいます。
大祓神事に引き続き行われる除夜祭は、この一年に当大

社で行われてきた何百回という祭典の中でも最後の祭典で
す。この祭典が終ると、しばしの静寂を経て元旦を迎えます。

日
場
時
所

12月31 日（木）
神門前

午後3時～

小
点
文
心

平
為
れ
曇
釦
n
:

必
朽
磁
＇
云

■
m

尚
、
遠
方
ま
た
は
参
列
出
来
な
い
方
は
、
大
祓

神
事
当
日
ま
で
に
『
人
形
』
（
男11
白
、
女
1
1

赤
）

に
息
を
吹
き
か
け
、
御
家
族
の
名
前
・
住
所
・
年

齢
を
、
『
車
型
』
に
は
ナ
ン
バ
ー
を
御
記
入
の
上
、

当
大
社
ま
で
御
返
送
く
だ
さ
い
。

.¥ 

\. 

＊悶宗像大社初詣

●平成21 年12月 31 日（木）
午後10時から

平成22年 1 月 1 日（金）
午後 8 時まで

●平成22年 1 月 2日（土）～ 1 月4 日（月）
午前 9 時から午後 7 時まで

※交通状況により、規制時間を変更することがあります。

凡 例

ヽ 宗像大社順路

ICII 一方通行

り 歩行者用道路

= 車両進入禁止
＠二◎ 交通信号機

一
駐 車 場

（国道3号）

交通規制のお知らせ
玄界瀾

^) 
多礼ダム

※主璽地点から宗●大社までの距朧
＊東郷橋交差点から 4.1km 
＊日の里北口交差点から 4.1km 
＊神湊交差点から 2.0km 
＊瀬戸交差点から 3.3km 
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--内
翁口て内子、
でのぴ子町；
あ古ら町の
りい咲刈ょ街は
ぉ旧［きで道市

摩胄り隻瓢
とゆとるの羽
公＜詠四木町
彦町つ国蝋
のでたは屋
詠廃高る蝋
うれ野け
郷ゆ公し燭
愁＜彦郷作向
を産の愁る
呼業ふは翁
ぶをる今は則
一細さ朝び正
首々とあと
でとにさ
あ守近がり
るついほ
゜て肱と
い川な
る河り

一高
竺そふ麿幅
咳れピ黒津
込こ起き巾
むのっ玉
ふまた石
いま耶欲若
どで Iし‘し木
ともに＜台

嘉［：靡含
のがとぬ

流三喜墨山
れ句うむ崎
をはべと

麟畜と腐
ぶい込ふ
|ーナにい
［り感の
tーじ咳
言結た込
。句おみ

北
九
州
市
八
幡
西
区
遠
藤
幸
子

銀
杏
の
菓
敷
か
れ
し
道
の
黄
に
染
ま
り
そ
こ
の
み
光
湛
え
る
こ
と
し

丁
寧
に
描
写
し
一
種
の
気
分
を
か
も
し
出
し
て
い
る
。
二
句
原

ロ
作
は
人
手
で
撒
か
れ
た
よ
う
な
の
で
「
散
り
し
く
」
と
し
た
い
。

一悶
とみこ撓北
ぶ蝶のみ九
との一低 IJ、卜［
動可首き市
詞愛もに
のい遠見＼
多さ籐ゑ幡

t [、)'[冒
号ず間吉
る。だ丁を田
、平縫ウ
撓竺ふ卜
みt<.....が--
諒にイ
揺ゎし
るれじ
るてみ
疇、蝶
ふしと
、じぶ

宗
像
市
日
の
里
大
和
美
由
紀

青
空
に
ハ
ー
ト
マ
ー
ク
を
描
き
を
り
航
空
シ
ョ
ー
の
予
行
演
習

国
予
行
演
習
に
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
が
あ
り
本
番
へ
の
夢
が
ひ
ろ
が
る
。

宗
像
市
東
旭
ヶ
丘
天
野
玲
子

無
花
果
は
母
の
好
み
し
も
の
な
れ
ば
一
パ
ッ
ク
買
ふ
命

H

の
今
H

リ
ア
ル
テ
ィ
ー
と
言
え
ば
こ
の
歌
の
四
句
も
そ
う
で
あ
る
。

口
四
句
を
中
心
に
母
を
偲
ぶ
深
い
こ
こ
ろ
が
見
え
る
。

社
歌
会
詠
草

大
野
展
男
選
毎
月

2
5日
メ
切

宗
像
市
大
島
杉
田
轄
子

玄
中
の
生
徒
が
捧
ぐ
浦
安
の
舞
い
に
境
内
の
風
な
こ
や
か
に

生
徒
に
そ
そ
ぐ
あ
た
た
か
い
目
差
し
が
生
ん
だ
一
首
、
玄
中

一
爪
闘
コ
汀

9
9

汀
｀
ふ
浦
安
に
境

宗
像
市
田
野
森
甲
子

宗
像
の
神
を
迎
ふ
る
み
あ
れ
祭
浦
々
の
船
波
切
り
て
ゆ
く

み
あ
れ
祭
に
寄
せ
る
こ
こ
ろ
が
生
ん
だ
一
首
だ
が
、
二
句
ま

口
で
は
省
い
て
走
る
船
の
さ
ま
を
描
写
し
て
欲
し
い
。

北
九
州
市
戸
畑
区
田
中
ハ
ッ
セ

金
木
犀
一
枝
さ
せ
ば
骸
郁
と
痛
み
を
忘
れ
夜
の
眠
り
に

一
□昇
｀
げ□゜

5《
t
t
『
い
図
ひ
」
と
大
和
こ
と
ば
で

福
津
市
若
木
台
野
間
精
一

蜘
蛛
の
巣
の
造
化
の
妙
の
さ
ま
ざ
ま
に
秋
の
日
霧
ら
ふ
庭
に
見
て
立
つ

ロ
コ
言
汀
麟
汀
汀
一
段
と
良
く
見
え
た
の
だ
ろ
う

北
九
州
市
八
幡
西
区
豊
田
光
子

秋
彼
岸
お
伽
き
に
直
り
昼
膳
を
旅
の
一
会
の
人
と
向
き
合
ふ

ロ
汀
汀
汀
い
輝
。
生
の
縁
。
か
か
る
時
を
互
い
に
大
切
に
し

福
岡
市
南
区
井
田
有
久
衣

秋
晴
れ
の
空
見
上
げ
れ
ば
木
犀
の
ほ
の
か
な
香
り
四
辺
に
漂
う

―
□"
t
t
い
□
瓢
げ
。
ぎ
て
没
個
性
と
な
っ
て
い
る
。
気

福
岡
市
南
区
加
野
シ
ノ
ブ

コ
ス
モ
ス
園
色
様
々
に
咲
き
満
ち
て
幼
は
じ
っ
と
見
つ
め
動
か
じ

国
こ
の
歌
も
前
と
同
じ
、
二
、
三
句
に
一
工
夫
し
て
欲
し
い
。

·
占
園
幽
一

こ
の
ま
ま
に
臥
し
ゐ
る
ま
ま
に
迎
へ
る
か
八
十
五
回
目
の
生
れ
日
を

配
ら
れ
し
病
院
食
を
見
届
け
て
子
は
東
京
に
帰
り
ゆ
き
た
り

妻
と
子
の
帰
り
て
ゆ
け
ば
既
に
夕
げ
に
秋
の
日
は
つ
る
べ
落
し
ぞ

気
づ
け
ば
師

」
走
。
あ
る
雑
誌

で
今
年
の
ヒ
ッ
ト
商
品
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
。
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
「
い
ろ
は

す
」
、
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
「
フ
リ
ー
」
、

国
宝
阿
修
羅
展
、
懐
か
し
の
「
ハ
イ
ポ
ー

ル
」
、
そ
し
てE
T
C

に
よ
る
一
0
0
0

円
高
速
等
々
。
そ
の
中
で
断
ト
ツ
の
第
一

位
は
ト
ヨ
タ
「
プ
リ
ウ
ス
」
で
し
た
▼
そ

の
時
代
の
自
動
車
を
反
映
す
る
当
大
社

の
「
車
祓
（
交
通
安
全
祈
願
）
」
、
数
年
前
は

ワ
ン
ポ
ッ
ク
ス
カ
ー
全
盛
だ
っ
た
の
が
、

今
日
で
は
右
も
左
も
プ
リ
ウ
ス
と
い
っ

た
状
況
で
す
▼
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
が
本

格
化
し
来
年
も
ハ
イ
プ
リ
ッ
ト
車
、
電
気

自
動
車
が
各
メ
ー
カ
ー
か
ら
次
々
に
投

入
さ
れ
る
よ
う
で
す
。
十
年
も
す
れ
ば
当

大
社
の
車
祓
風
景
も
ハ
イ
プ
リ
ッ
ト
車

や
電
気
自
動
車
一
色
に
な
る
こ
と
で
し

ょ
う
▼
年
の
瀬
が
近
付
く
と
慌
た
だ
し

さ
が
増
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
か
よ
い

お
年
を
お
迎
え
下
さ
い
。
（
塚
）

12月祭事暦
・つきなみ

毎月 1 ・ 15日月次祭
午前10時

揺宮祭

第二宮•第三宮祭

引き続き

宗像殴国神社

月命日祭(I日）

巡拝(15 日）

午前 11 時～

総社祭

捕安舞奉奏(I日）

股栄舞奉奏(1 5 日）

13 日

午前6時～ 古式祭
午前6時30分～御座

午前10時～鎮火祭

19日松尾神社祭

午前11 時～

23日天長祭

午前11 時～

31 日

午後3時～年越しの大祓式
引き鋭き除夜祭

宗
像
市
光
岡
白
土
凌
一

冬
近
し
さ
ざ
ん
か
苔
み
寒
さ
知
る

宗
像
市
平
井
占
部
詩
子

み
あ
れ
祭
待
つ
流
木
の
指
定
席

品
集
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